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2H1g 知識科学に基づく 科学技術の創造と 実践の試み 
円ど陸 先端科学技 % テ ス 学院大引， お げる事例 

0 小林俊哉，中森 義輝 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

はじめに 1. 知の組織的創造の 方法論構築へ 

北陸先端科学技術大学院大学においては、 科学技術創造立国を 目指す日本にとって 、 

1998 年、 世界に先駆けて 知識科学研究科が 科学技術を生み 出す「 知 」は最も価値あ る 

活動を開始し、 知識と価値を 創造するメカ 限りない資源であ る。 したがって、 「 知 」 を 

ニズムの探求を 深化させてきた。 これらの 持続的かっ組織的に 創造する方法の 理論Ⅰ ヒ 

成果は経営学分野に 限られているが、 科学 と実践を強力に 推進しなければならない。 

技術創造立国を 目指す我が国においては 特 北陸先端科学技術大学院大学においては、 

に、 自然科学分野における「知識科学」の これまで経営科学などにおいて 成果を挙げ 

貢献が強く求められている。 「知識科学」を てきた知識科学の 知見を、 材料科学をはじ 

基盤概念として 理論面において 解決する役 め多くの先端科学技術研究の 場に適用し 、 

割 を担 う 人材 ( 知のコーディネ 、 一タ 一 ) と、 「 知 」を組織的に 創造する方法論へと 発展 

その理論に基づき 実践面において 科学技術 させる。 また、 創造的研究活動を 支援でき 重点分野における 研究開発を組織的に 実施 る人材であ る「知のコーディネータ」 @ レ 

できる人材 ( 知の クリエータ 一 ) の育成が 将来を見通せる 先端科学技術研究者であ る 

急務であ る。 本報告においては、 そのよ う 「知の クリエータ 」を育成する ( 図 1 参照 ) 。 

な 知識科学に基づく 新しい科学技術人材育 そのために本学は、 平成 15 年度下期より 学 

成の実践例を 紹介する。 外から継続的に 知的ェネ 、 ルギーを投入する 

ために、 国内外の研究機関、 行政、 企業と 

図 「 知識科学に基づく 科学技術の創造と 実践の試みの 概念図 
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の 連携拠点として「科学技術開発戦略セン 働 により実現し、 科学知識創造に 結び付け 

ター」を設立した。 同時に学内における 知 ようとする点に 独自性を打ち 出そうと試み 

識 創造の理論研究と 実践の場として、 異分 ている。 その前提として 本学知識科学研究 

野の相乗効果が 存分に発揮される 研究科横 斜では、 知識の創造を 支援するシステム 

新型の研究教育システム 構築を進めている。 (W) や社会情報の 集積・共有化 (2) に 関 

この研究教育システムにより 科学知識が持 する研究を行っている。 この点で「知の コ 

続的かつ組織的に 創造されれば、 重点研究 ーディネータ」を 育成する基盤が 整って い 

領域の設定や 研究推進の方法についての 先 る 。 また本学材料科学研究科と 情報科学研 

進的 モデルを提供でき、 大学、 研究機関、 究 科では、 先端科学技術プロジェクトに 基 

企業等における 研究開発マネ 、 ジメントにも づく世界水準の 研究教育を実施しており 

大きな影響を 与えることが 期待される。 「知の クリエータ 」を育成する 基盤を有す 

る 。 この環境を利用して、 各研究科から 選 

2, 科学知識創造理論構築の 試み 放 された教官により 構成される「研究科 横 

これまで多くの 大学において 学際領域と 断プロバラム : 科学技術戦略コース ( 仮称 ) 」 

呼ばれる研究科や、 文理融合を標 傍 する研 を設立し、 異分野融合型研究を 強力に推進 

究 科が設立されてきた。 しかし、 融合を推 する点で、 従来の組織とは 一線を画してい 

進 する理論と実践が 伴わなければ 創造的研 る ( 図 2 参照 ) 。 こうした新しい 試みの成果 

尭成果は生まれない。 本学においては、 知 は、 理論研究の成果としての 方法論・手法 

識 創造理論研究と 実践の場 (F) を「知のコ 群 、 収集・体系化するデータ・ 情報・モデ 

一 ディ不一 タ 」と「知のクリエータ」の 協 ル 群 、 創造支援システム 群 、 及び実践の 

Y=Fzw(X)@ <@@ Y=FX) 

創造される科学 知 

創造的研究活動をマネージできる 人材 

  

科学知識創造理論   か 一一 w 知識創造ビルディンバ 

      
知識発見手法 知識体系化支援システム 
知識モデリンバ 手法 発想支援システム 

技術ロードマ ッ ピンバ手法 知識マネジメントシステム 

科学技術知識データベース 既存の科学 知詰 複雑現象可視化システム 

図 2  「科学技術創造理論」構築の 試みの概念図 
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表 1  科学知識創造理論の 構成 
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  性を示す物質、 環境汚染対策技術、 省エネ型プラスティック、 機能性伝導体技術、 高度感           

  性情報技術、 高信頼性ソフトウェア、 超高速分散ネットワーク 

④知識創造理論の 研究と実践の 場 ( 図 2 の武 

揚 の デザイン論、 科学知識創造理論、 知識創造ビルディンバ   

  

 
 

結果として創造される 科学技術 群 であ る。 

特に期待される 最大の成果は、 理論研究と 

実践の場において、 本 プロバラムに 参加す 

る本学メンバー 全員，の協働によって 確立 

また教育の成果は、 本拠点と本拠点が 中 

心となって設立する 前述の「研究科横断プ 

ログラム : 科学技術戦略コース ( 仮称 ) 」並 

びに科学技術開発戦略センタ 一における 教 

される科学知識創造理論であ る 2 ( 表 1 参 

照 ) 。 

育 プロバラムによって 継続的、 波及的に育 

つ人材であ る ( 図 3 歩 昭 ) 。 

知の コーディネータ 知のクリェ r タ 
        

理系博士・知識修士 

再教育 先端基礎研究経験 異 分野教育 インターンシップ 選抜コース 

Ⅹ。 ド メ ア が "" タ ダ " 

社会人 
社会人コース 

大学院生 

図 3  「知の コ 一子 ィ ネータ」と「知の ウり エータ」育成の 概念図 
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図 3 は文系理系の 社会人と大学院生を 対象 

に、 実際に知のクリエータ と 知のコーディ 

ネ、 一夕を育成するプロセスの 概念図であ る。 

社会人に対しては、 前述の科学知識創造 

理論に基づく 再教育と本学における 先端 基 

礎 研究経験を通して 所定の単位を 取得せし 

め最終的に知識科学修士号を 授けることを 

目指す。 こうした社会人院生は 北陸地域在 

住者を対象として 金沢市内並びに 富山市内 

に サテライトキャンパスを 新設して実施す 

る計画を平成 16 年度内の実現を 目指して 

推進中であ る。 また共同研究と 連動した企 

業派遣院生も 積極的に受け 入れていく所存 

であ る。 

現役大学院生 ( 本学に設置されている 3 

研究科、 知識科学研究科、 材料科学研究科、 

情報科学研究科から 選抜する予定 ) に対し 

ては企業等外部研究機関の 研究現場におけ 

るインターンシッブ 並び。 こ 、 文系院生には 

知識創造理論に 基づく理系教育、 理系院生 

には同様に知識創造理論に 基づく文系教育 

のダブルメジャー 教育を授ける。 近年こう 

したダブルメジャー 教育は知識社会の 構築 

に 必須の課題と 見なされてきたが 現実には 

極めて困難な 課題であ った。 しかし本学に 

おいては、 この困難な課題に、 前述の科学 

知識創造理論を 基盤として挑戦していく 所 

存であ る。 

またより長期的な 展望の下における 野心 

的な試みとして、 特に強い意志と 優秀な能 

力を有する学生に 対して、 選抜横断コース 

を設けて、 「知識科学博士 十 理系修士」、 「理 

系博士小知識科学修モ」の 学位を同時に 授け 

る ブランを検討中であ る。 このようなブラ 

ンは教員にとっても 学生にとっても 極めて 

多大な力量を 要する困難な 試みであ る。 し 

かし我々としては 本 プロバラムにおける 重 

要 課題として位置付け 将来的に実現を 目指 

す 所存であ る。 

なお 本 プロバラムは、 「 21 世紀 COE ブロ 

グラム ( 学際・複合・ 新領域 ) 」 ( 平成 15 年 

度～平成 19 年度 ) として文部科学省の 助成 

を 得て実施されるものであ る。 

，同 メンバ一の詳細は 本学Ⅵ EB:http@/www.jaist.ac.jp/coe/memeber/membersJ.html を参照 
されたい。 

2 なお「③創造される 科学知識」の 詳細は以下の URL を参照されたい。 
http@/www ， jaist ， ac ・ jp/coe/proect/proect@ndexJ ・ html 
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